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14億8231万円
民生費
（22.7％）

10億4456万円
総務費
（16.0％）

7億3073万円
土木費
（11.2％）

7億2829万円
衛生費
（11.1％）

5億5132万円
教育費
（8.4％）

4億9794万円
公債費
（7.6％）

7億5685万円
農林水産業費
（11.6％）

3億4832万円
商工費（5.3％）

2億8473万円
消防費（4.4％）

目的別
歳　出

1億1568万円
その他（1.7％）

目的別
歳　入

33億263万円
地方交付税
（48.3％）

9億1903万円
国・県支出金
（13.5％）

10億7795万円
町税

（15.8％）

2億4978万円
繰越金（3.7％）

1億7775万円
諸収入（2.6％）

8295万円
分担金負担金
（1.2％）

2億6043万円
その他（3.8％）

5億3307万円
町債（7.8％）

1億326万円
地方消費税交付金
（1.5％）

8245万円
地方譲与税（1.2％）

4342万円
その他（0.6％）

　　　　　　　　　
　　
　　

　
　
　
　
　
依
存
財
源
 7
2.
9％

自主財源 27.1％
　
　
　

決
算
報
告

平成 22 年度

津南町

　

９
月
に
開
催
さ
れ
た
町
議
会
定
例
会
で
、
平
成
22
年
度
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
決
算
は
、

一
年
間
に
ど
れ
だ
け
の
収
入
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
分
類
集
計
し
た
も
の
で
す
。
皆
様
が
納
め
た
税
金

や
地
方
交
付
税
、
国
県
支
出
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
町
の
財
政
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
に
つ

い
て
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計

経
済
対
策
事
業
終
了
で

歳
入
歳
出
共
に
減
額

経
済
対
策
事
業
終
了

普
通
建
設
事
業
費
が
大
幅
減

　
前
年
比
約
１
億
円
の
増
の
積
み
立
て

法
人
町
民
税
に
地
デ
ジ
特
需

国
か
ら
の
収
入
が
減
少

　
平
成
22
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額

は
、
歳
入
が
68
億
３
２
７
２
万
円
、
歳

出
が
65
億
４
０
７
３
万
円
で
し
た
。
平

成
22
年
度
は
、
国
の
各
種
地
域
活
性

化
臨
時
交
付
金
が
終
了
し
た
た
め
、

歳
入
は
、
約
５
％
の
減
、
歳
出
は
、
野

菜
等
処
理
加
工
施
設
や
町
営
住
宅
の

建
設
が
完
了
し
た
た
め
、
約
６
％
の

減
額
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
に
引

続
き
、
今
年
度
も
黒
字
決
算
と
な
り
、

２
億
９
１
９
９
万
円
が
今
年
度
に
繰

り
越
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
津
南
町
の

財
政
は
、
国
や
県
に
依
存
す
る
比
率

が
大
き
く
、
今
後
も
徹
底
し
た
経
費

削
減
や
事
務
事
業
の
見
直
し
に
よ
る

健
全
財
政
の
維
持
が
必
要
で
す
。

　
歳
出
は
、経
済
対
策
事
業
と
し
て
行

わ
れ
た
町
営
住
宅
建
設
や
、国
庫
補
助

事
業
の
野
菜
等
処
理
加
工
施
設
な
ど

が
終
了
し
た
た
め
普
通
建
設
事
業
費

が
大
幅
な
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
主
な
減
額
要
因

・
野
菜
等
処
理
加
工
貯
蔵
施
設
完
了

・
美
雪
町
町
営
住
宅
建
設
完
了

・
小
中
学
校
校
舎
修
繕
工
事
完
了

・
町
公
民
館
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
工
事
完
了

　
歳
出
を
性
質
別
に
見
て
み
る
と
、

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
や
津
南

地
域
衛
生
施
設
組
合
な
ど
へ
の
負
担

金
で
あ
る
補
助
費
の
割
合
が
最
も
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
次
い
で
、
割
合

の
大
き
い
分
野
は
、
特
別
会
計
に
一

般
会
計
か
ら
支
出
す
る
繰
出
金
に
な

り
ま
す
。
前
年
度
比
約
８
０
０
万
円

の
減
少
と
な
っ
た
も
の
の
、
歳
出
に

占
め
る
高
い
割
合
に
変
化
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
自
主
的
に
収
入
で
き
る
自
主
財
源

は
、
全
体
で
み
る
と
約
４
％
の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。
平
成
20
年
度
か
ら

世
界
的
な
経
済
不
況
に
よ
り
法
人
町

民
税
が
大
幅
な
源
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
回
収

工
事
等
、
有
線
放
送
業
の
業
績
ア
ッ

プ
に
よ
り
法
人
町
民
税
が
前
年
度
比

約
80
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
や
県
な
ど
の
制
度
に
影
響
を
受

け
る
依
存
財
源
は
、49
億
８
３
８
６
万

円
で
、前
年
か
ら
約
４
億
５
千
万
円
減

性 質 別 歳 出

▼歳出合計

65億4,073万円
▼歳入合計

68億3,272万円

①国のさまざまな経済対策事業が終了し、歳入歳出ともに減少した。

②法人町民税が増加した。

③特別会計に支出する繰出金は、微減であるが、依然として高い割合である。

POINT【ここがポイント】

町 税 の 内 訳
構成比

固定資産税 5 億 9,922 万円 55.62%
町民税 3 億 8,690 万円 36.10%

町たばこ税 5,171 万円 4.66%
軽自動車税 3,049 万円 2.66%
入　湯　税 963 万円 0.96%

前年度比
補助費等 13 億 5,029 万円 ー 1.9%
繰 出 金 10 億 4,047 万円 ー 0.7%
人 件 費 9 億 7,107 万円 ー 2.7%
物 件 費 7 億 5,644 万円 ー 4.5%

普通建設事業費 6 億 6,045 万円 ー 50.1%
公 債 費 5 億 3,094 万円 ー 14.8%
扶 助 費 4 億 3,992 万円 26.7%

維持補修費 2 億 0,008 万円 6.6%
そ の 他 5 億 9,107 万円 1595.8%

会　計　名 歳　入 歳　　出
国民健康保険 11 億 5,991 万円 11 億 3,865 万円

老人保健 225 万円 225 万円
後期高齢者医療 1 億 1,936 万円 １億 1,641 万円

介護保険 13 億 9,770 万円 13 億 0094 万円
簡易水道 2 億 2,744 万円 2 億 1,113 万円

下水道事業 3 億 9,318 万円 3 億 6,566 万円
農業集落排水事業 2 億 9,715 万円 2 億 8,450 万円

津南病院事業 19 億 3,965 万円 19 億 3,004 万円
合　計 55 億 3,664 万円 53 億 4,958 万円

特
別
会
計

　
特
別
会
計
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計

で
独
立
採
算
が
原
則
で
す
が
、
厳
し

い
財
政
状
況
の
な
か
で
も
一
定
の
サ
ー

ビ
ス
を
維
持
す
る
た
め
に
一
般
会
計

か
ら
お
金
を
繰
り
入
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
全
部
で
８
つ
あ
る
特
別

会
計
全
て
が
黒
字
決
算
と
な
っ
て
い

ま
す
。
簡
易
水
道
・
下
水
道
事
業
・

農
業
集
落
排
水
事
業
は
、
建
設
事
業

の
量
、
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
・
介
護
保
険
は
、
法
律
や
制

度
改
正
の
影
響
を
大
き
く
受
け
ま
す
。

少
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、国
か
ら
の

経
済
対
策
に
向
け
た
臨
時
交
付
金
が

終
了
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
町
議
会
議
員
や
各
種
委
員
の
報

酬
、
職
員
給
与
等
の
人
件
費
は
、
職

員
数
削
減
に
よ
り
前
年
度
比
2.7
％
減

少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
財
政
調
整
基

金
に
３
億
７
３
８
０
万
円
を
積
み
立

て
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費
は
、

任
意
に
節
減
で
き
な
い
経
費
が
多
い

こ
と
か
ら
義
務
的
経
費
と
呼
び
、
こ

の
性
質
の
経
費
が
占
め
る
比
率
が
大

き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
財
政
構
造
が

硬
直
化
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
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平成20年度
平成21年度

平成22年度

赤字なし
赤字なし

赤字なし

平成20年度
平成21年度

平成22年度

赤字なし
赤字なし

赤字なし

平成20年度
平成21年度

平成22年度

10.3%
9.6% 9.7%

平成20年度
平成21年度

平成22年度

56.2%
49.8% 50.1%

平成20年度 平成21年度 平成22年度

津南病院事業会計 9.5% 6.2% 3.4%

簡易水道特別会計 − − −

下水道事業特別会計 − − −

農業集落排水事業特別会計 − − −

危ない!!

危ない!!

危ない!!

一
般
会
計
の
み
で
、
黒
字
。

県
下
で
も
低
い
借
金
比
率
。

未
来
へ
残
す
、

　
　
負
担
は
少
な
め
。

津
南
病
院
の

　
資
金
不
足
比
率
は
、解
消
傾
向

全
て
の
会
計
を
合
わ
せ
て
も

　
　
　
　
　
　
　
黒
字
で
す
。

　
実
質
赤
字
比
率
と
は
、
一
般
会
計

の
歳
入（
収
入
）か
ら
歳
出（
支
出
）を

差
し
引
い
た
額
の
標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
割
合
で
す
。

　
つ
ま
り
、
黒
字
か
赤
字
か
を
判
断

す
る
指
標
で
す
。本
町
は
、平
成
19
年

度
か
ら
ず
っ
と
黒
字
の
た
め
指
標
は

「
無
し
」と
な
り
ま
し
た
。

　
公
債
費
と
は
、
町
債
（
借
金
）
の

元
利
償
還
金
で
す
。

　
公
債
費
は
、一
般
会
計
の
ほ
か
下
水

道
・
病
院
の
特
別
会
計
や
、
消
防
な
ど

一
部
事
務
組
合
の
会
計
に
も
あ
り
、実

際
に
は
、町
が
負
担
金
と
し
て
支
払
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
町
が
負
担
す
る

分
を
実
質
的
に
公
債
費
と
と
ら
え
た

指
標
と
し
て
い
ま
す
。

　
津
南
町
の
実
質
公
債
費
率
は

「
9.7
％
」
と
昨
年
度
よ
り
微
増
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
21
年
度
の
全

国
平
均
が
11.2
％
、
県
平
均
が
14.9
％
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
相
変
わ
ら
ず
低
い

借
金
比
率
と
い
え
ま
す
。
ま
た
県
下

で
も
４
番
目
と
低
い
値
で
し
た
の
で
、

平
成
22
年
度
で
も
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
低
借
金
体
質
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
将
来
負
担
比
率
と
は
、
背
負
っ
て

い
る
借
金
等
将
来
負
担
の
標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
割
合
を
指
標
と
し
て

い
ま
す
。

　
背
負
っ
て
い
る
将
来
負
担
に
は
、

町
債
現
在
高
や
、
将
来
の
支
出
が
決

ま
っ
て
い
る
経
費
、
町
職
員
が
い
っ

せ
い
に
退
職
し
た
と
仮
定
し
た
場
合

の
退
職
金
な
ど
の
合
計
額
か
ら
、
貯

金
で
あ
る
基
金
現
在
高
や
町
債
現

在
高
に
係
る
交
付
税
措
置
予
定
額

な
ど
を
差
し
引
い
て
実
質
的
な
将

来
負
担
を
算
出
し
ま
す
。
昨
年
に
比

べ
微
増
と
な
り
ま
し
た
が
本
町
は

「
50.

１
％
」
と
県
内
で
も
低
位
に
あ

り
ま
す
。
早
期
健
全
化
基
準
か
ら
み

て
も
低
位
に
あ
り
、
健
全
な
水
準
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
自
治
体
財
政
健
全
化
法
で
は
、「
簡

易
水
道
」「
下
水
道
」「
農
業
集
落
排

水
」「
病
院
」
の
４
つ
の
特
別
会
計
を

対
象
と
す
る
公
営
企
業
の
経
営
健
全

化
に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。

　
連
結
実
質
赤
字
比
率
で
は
全
会
計

を
合
計
し
ま
し
た
が
、
資
金
不
足
比

率
は
公
営
企
業
ご
と
の
資
金
不
足
額

（
赤
字
額
）の
事
業
規
模
に
占
め
る
割

合
を
算
出
し
ま
す
。

　「
簡
易
水
道
」「
下
水
道
」「
農
業
集
落

排
水
」
の
特
別
会
計
は
黒
字
の
た
め
、

資
金
不
足
比
率
は「
無
し
」
と
な
り
ま

し
た
が
、「
病
院
」
は
赤
字
決
算
で
あ

り
、資
金
不
足
比
率
は「
3.4
％
」と
な
り

ま
し
た
。
年
々
改
善
さ
れ
て
お
り
、

不
足
額
は
、
５
千
７
百
万
円
で
す
。

　
連
結
実
質
赤
字
比
率
は
、
全
会
計

の
歳
入
（
収
入
）
か
ら
歳
出
（
支

出
）
を
差
し
引
い
た
額
の
標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
割
合
で
す
。

　
津
南
町
は
病
院
事
業
会
計
が
赤
字

と
な
り
ま
し
た
が
、
連
結
し
て
全
会

計
の
合
計
で
は
黒
字
と
な
る
た
め
、

指
標
は
「
無
し
」
と
な
り
ま
し
た
。

財
政
指
標

実
質
赤
字
比
率

　

あ
る
日
突
然
、
町
の
財
政
が
破
綻
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に
は

悪
化
し
た
状
態
を
放
置
し
、
改
善
し
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
す
。

　

そ
こ
で
国
は
、
財
政
事
情
の
危
険
度
を
判
断
す
る
基
準
を
設
け
確
認
を
義
務

付
け
ま
し
た
。
津
南
町
は
、
一
般
会
計
の
み
だ
け
で
な
く
、
特
別
会
計
を
含
む

全
て
の
会
計
を
合
わ
せ
た
指
標
で
も
健
全
状
態
で
あ
り
ま
し
た
。

　

病
院
事
業
会
計
が
赤
字
で
あ
り
ま
す
が
、
年
々
、
資
金
不
足
比
率
が
下
が
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
は
、
通
常
の
決
算
資
料
だ
け
で
な
く
、
こ
の
指
標
に
も
着
目

い
た
だ
き
、
財
政
再
生
団
体
と
な
ら
な
い
よ
う
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

15％以上だと

20％以上だと

25％以上だと

350％以上だと

津南病院の赤字は改善されているのか？
　４ページの財政指標では、財政事情の危険度を示す指数を紹介しました。この中で注視しなければならないのは、津南病院の赤字問題です。
経営上は、平成22年度も町一般会計からの繰り入れ金により黒字決算となっています。さらに財政指標が昨年に比べ改善されてはいますが、
負債の一部を繰り入れ金により返済したことが要因です。経営努力もあり、新たな借金は増えていませんが、施設の老朽化と共に増加する将
来負担（負債）については、今後、十分考えていかなければならない課題です。

POINT【ここがポイント】

項目別一人当り金額

総
務
費

広報・財産管理・他一般事務などに

広域連携・交流・地域づくりなどに

税金の賦課徴収に

戸籍住民基本台帳管理に

選挙・統計・監査に

8億 6188万円
5193万円
5262万円
4155万円
3658万円

77,605円
4,676円
4,738円
3,742円
3,294円

民
生
費

障害者等の社会福祉に

保育所運営等のこどもの福祉に

お年寄りの福祉に

4億 1632万円
5億6804万円
4億9795万円

37,486円
51,147円
44,836円

衛
生
費

健康づくり・検診・環境衛生などに

ごみ・し尿の処理に

簡易水道施設の償還等に

津南病院の整備などに

2億 1500万円
1億3569万円

1336万円
3億6424万円

19,359円
12,217円
1,203円
32,797円

農
林
水
産
業
費

農業委員会・農業振興などに

林業振興・林道整備などに

7億 1939万円
3746万円

64,775円
3,373円

商
工
費

商工の振興に

観光の振興に

1億 5888万円
1億8943万円

14,306円
17,057円

土
木
費

道路橋梁の整備・維持管理に

道路除雪に

河川の管理に

下水道整備に

町営住宅の建設・管理に

2億 3395万円
1億4640万円

78万円
2億2615万円
1億2345万円

21,065円
13,182円

71円
20,363円
11,115円

教
育
費

教育委員会事務・教員住宅管理などに

小学校教育に

中学校教育に

生涯学習・公民館活動・文化財などに

スポーツの振興に

5338万円
1億6201万円

8883万円
2億2168万円

2542万円

4,806円
14,588円
7,999円
19,960円
2,289円

公　債　費 町の借入金（町債）の償還に 4億 9795万円 44,836円

消　防　費 広域消防・防災・災害対策に 2億 8473万円 25,638円

議　会　費 議会活動に 7810万円 7,032円

災害復旧費 災害の復旧に 377万円 339円

労　働　費 勤労者の福利・雇用創出に 3381万円 3,045円

■ 町民一人当たりに使われたお金は
※平成23年4月1日現在の
　人口11,106人で換算 58万8,937円

危ない!!

連
結
実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

将
来
負
担
比
率

資
金
不
足
比
率

町民一人あたり
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差
押

歳 入
22億3713万円

十日町市
15億806万円
（67.4％）

津南町
2億7644万円
（12.3％）

分
担
金

及び
負担金 79.7％

繰越金
6454万円（2.9％）

組合債
2億7180万円（12.1％）

県支出金
5756万円（2.6％）

諸収入
3051万円（1.4％）

その他
2822万円（1.3％）

21億7407万円
歳 出

常備消防費
10億1783万円
（46.8％）

非常備消防費
2億353万円
（9.4％）

消防施設費
4億3134万円
（19.8％）

公債費
4億9720万円
（22.9％）

その他
2417万円
（1.1％）

消防費 
76％

歳 入
42億7483万円

塵
芥・し尿処理組合費

 62
.9％

（
26
億
9
2
6
3
万
円
）

組合費 7
2.5

％

津南町
13億5686万円
（31.7％）

十日町市
10億3700万円
（24.2％）

栄村
2億9877万円
（7.0％）

斎場組合費
4億1041万円
（9.6％）

使用料及び手数料
4億3917万円
（10.3％）

繰越金
4億2632万円
10.00％

その他
3億630万円（7.2％）

歳 出
39億224万円
衛生費 68.8％

塵芥処理費
13億6707万円
（35.0％）

し尿処理費
6億121万円
（15.4％）

公債費
8億9479万円
（22.9％）

総務費・議会費
3億2129万円
（8.3％）

清掃
総務費

5億7330万円
（14.7％）

斎場費
1億4458万円
（3.7％）

納
税
通
知
書
発
送

　
　
⬇

督
促
状
発
送

督
促
手
数
料
百
円
・
延
滞
金
が
本
税
に
加
算
さ

れ
ま
す
。

督
促
状
発
送
後
10
日
を
経
過
し
た
日
ま
で
に
そ

の
督
促
に
係
る
町
税
等
が
完
納
さ
れ
な
い
と
滞
納

処
分
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
延
滞
金
は
納
期
限
日
の
翌
日
か
ら
納
付
日
ま
で

の
日
数
に
応
じ
、
税
額
に
次
の
割
合
で
計
算
し
た

金
額
で
す
。

・
納
期
限
の
翌
日
か
ら
１
カ
月（
保
険
料
の
場
合
は

３
ヶ
月
）経
過
す
る
日
ま
で
　
年
４.

３
％

・
そ
れ
以
降
　
年
14.

６
％

　
　
⬇

電
話
・
文
書
・
自
宅
訪
問
に
よ
る
催
告

　
　
⬇

財
産
差
押（
預
貯
金
、給
与
、保
険
金
等
）

　
　
⬇

換
価
・
充
当

　
差
押
え
た
預
貯
金
や
給
与
は
滞
納
金
額
に
充
当

さ
れ
ま
す
。

財
産
の
状
況

借
金
の
状
況

預
金
の
増
額

町
民
一
人
、
１
１
３
万
円
の
借
金

　
町
の
財
産
に
は
、
役
場
庁
舎
や
学

校
な
ど
の
土
地
・
建
物
の
ほ
か
、山
林

の
立
木
、町
内
５
カ
所
の
温
泉
権
、株

券
な
ど
の
有
価
証
券
、
貯
金
で
あ
る

基
金
、
車
両
や
事
務
機
器
な
ど
の
備

品
が
あ
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
の
余
剰
金
を
財
政
調
整

基
金
へ
積
立
し
た
た
め
、
預
金
が
増

額
し
て
い
ま
す
。

消
防
業
務
な
ど

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
は
、

十
日
町
市
、
津
南
町
が
資
金
を
出
し

合
っ
て
消
防
や
家
畜
指
導
診
療
所
な

ど
の
運
営
を
行
っ
て
い
る
一
部
事
務

組
合
で
す
。

　
消
防
団
の
費
用
も
こ
ち
ら
か
ら
支

出
し
て
い
ま
す
。

　
町
債
は
、
町
が
長
期
間
お
金
を
借

り
る
こ
と
に
よ
り
負
う
町
の
借
金
で

す
。町
債
の
特
徴
は
、借
り
た
お
金
が
、

利
率
は
ま
ち
ま
ち
で
す
が
、
後
年
度

に
地
方
交
付
税
で
戻
っ
て
く
る
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
。

　
町
の
全
会
計
の
年
度
末
残
高
は
約

１
２
５
億
で
す
。
昨
年
よ
り
人
口
が

減
っ
て
い
る
た
め
、
町
民
一
人
当
た

り
に
換
算
す
る
と
約
１
１
３
万
円
と

昨
年
と
同
額
に
な
り
ま
し
た
。

区　　分 現在高 対前年度比
土　　　地 4,821,539㎡ 0.0％
建　　　物 127,838㎡ 0.1％

山
林

面　　　積 2,041,755㎡ 0.0％
立　　　木 16,396㎡ 0.0％

物　　　権（温泉権） 5 件 0.0％
有価証券 1 億 5,985 万円 0.0％

貸　付　金 2 億 9,286 万円 93.3％
出資による権利 1 億 8,666 万円 0.5％

基
金

山林面積 702,137㎡ 0.0％
山林立木 26,410㎥ 0.0％

預　　　金　　 22 億 1,242 万円 21.5％
備　　　品 車輌・事務機器等 ー

会　　　計　　　別 現　在　高 対前年度比
一般会計 45 億 1,706 万円 2.4％

簡易水道特別会計 3 億 9,931 万円 15.8％
下水道事業特別会計 43 億 1,474 万円 -3.5％

農業集落排水事業特別会計 32 億 1,572 万円 -4.4％
津南病院事業会計 1 億 3,600 万円 -5.5％

合　　　　　　　計 125 億 8,283 万円 -1.2％

救急出動回数
津南町 十日町市 区域外 合計

出動回数 392 2225 22 2639

消防団出動回数
津南町消防団 十日町市消防団 合計

出動回数 64 381 445

災害等出動回数
災害種別

市町村名
火災 救助活動 風水害等

の災害
その他出動

（誤報含む） 合計

津南町 7 5 18 35 65
十日町市 14 47 41 166 268
区域外 0 2 0 4 6
合　計 21 54 59 205 339

ご
み
、
し
尿
処
理
な
ど

津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合

　
津
南
地
域
衛
生
施
設
組
合
は
、津
南
町
、十
日

町
市（
旧
中
里
村
・
松
之
山
町
）、栄
村
の
３
市
町

村
で
構
成
し
、
火
葬
・
ご
み
・
し
尿
な
ど
の
共
同

処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

［年間利用実績］

斎　　場　304件（内：津南町174件）前年度比3.1％増
	 　※火葬１件当たりの経費：53,855円（公債費等を除く）

ゴミ処理　ゴミ搬入量：8,048トン（内：津南町4,223トン）前年度比6.9％増

燃えるごみ 6,193トン 埋立ごみ 267トン
資源ごみ 334トン 古紙 829トン
空びん 264トン ペットボトル 45トン空　缶 116トン 白色トレイ

	 　※ゴミ１トン当たりの経費：21,959円（公債費等を除く）

し尿処理　総搬入量：8,000㎘（内：津南町3,190トン）前年度比3.4％減
	 　※１㎘当たりの経費：10,854円（公債費等を除く）　　　　　

町
税
等
の
滞
納
処
分
に
つ
い
て

滞
納
処
分
ま
で
の
流
れ

　
町
で
は
町
税
等
滞
納
の
解
消
を
図
る
た
め
に
、

平
成
21
年
度
か
ら
県
と
協
働
し
徴
収
を
行
う「
新

潟
県
地
方
税
徴
収
機
構
」
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
税
金
等
を
滞
納
し
た
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
法
律
に

基
づ
き
、
滞
納
者
の
意
思
に
関
ら
ず
強
制
的
に
滞
納
処

分
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 STOP！滞納

財
産
差
押
と
は

　
督
促
状
・
催
告
な
ど
に
よ
っ
て
も

納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
他
の
納
税

者
と
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、
金
融

機
関
へ
の
預
貯
金
調
査
や
、
勤
務
先

へ
の
給
与
調
査
、
取
引
先
へ
の
売
掛

金
調
査
等
を
実
施
の
う
え
財
産
を
差

押
え
ま
す
。

　
差
押
え
・
調
査
内
容
に
よ
っ
て
は

滞
納
者
の
社
会
的
信
用
を
失
い
か
ね

ま
せ
ん
。

　
未
納
と
な
っ
て
い
る
税
金
等
が
あ

れ
ば
、
至
急
自
主
納
付
す
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　
す
ぐ
に
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
た
に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
前
に
連

絡
い
た
だ
い
た
上
で
来
庁
し
て
く
だ

さ
い
。
生
活
状
況
を
お
聞
か
せ
い
た

だ
い
た
う
え
で
、
完
納
に
向
け
た
納

付
計
画
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

税
務
町
民
課
税
務
班

℡
７
６
５–

３
１
１
３



A
n

n
uity corn

er

年
金
コ
ー
ナ
ー
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最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、大
き
な
影

響
を
受
け
る
中
小
企
業
主
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
、

経
営
面
と
労
働
面
の
相
談
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

の
専
門
家
が
ワ
ン
・
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
す
る
無

料
の
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
し
た
。

■
相
談
内
容

・
販
路
拡
大
の
方
法
に
つ
い
て
知
り
た
い

・
も
う
少
し
生
産
効
率
を
上
げ
た
い

・
給
与
制
度
、
給
与
体
系
を
見
直
し
し
た
い

・
就
業
規
則
を
も
っ
と
し
っ
か
り
し
た
い

・
そ
の
他
、
経
営
、
労
務
に
関
す
る
こ
と

■
設
置
日
時

　
毎
週
　
火
・
水
・
木
曜
日

　
（
祝
祭
日
の
場
合
変
更
あ
り
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
会
場

　
小
出
商
工
会
内

　
（
魚
沼
市
小
出
島
１
２
０
９
‐
１
１
）

■
お
問
い
合
わ
せ

・
魚
沼
最
低
賃
金
相
談
支
援
コ
ー
ナ
ー

　
℡
０
２
５-

７
９
２-

２
１
２
４

・
新
潟
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
℡
０
２
５-

２
３
４-

５
９
２
４

　

消
防
署
で
は
、
秋
の
火
災
予
防
週
間
中
【
11

月
９
日
㈬
〜
15
日
㈫
】
す
べ
て
の
住
宅
を
対
象

に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状
況
聞
き
取
り

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

消
防
団
員
が
各
家
庭
を
訪
問
し
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
の
設
置
の
有
無
や
設
置
場
所
を
伺
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
消
防
南
分
署
　
℡
７
６
５-

２
４
８
０

　

地
域
の
皆
様
の
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
日
時
　
10
月
29
日
㈯
午
前
８
時
40
分
〜
受
付

■
内
容
　
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
演
奏
・
作
品
展

示
・
各
種
模
擬
店
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
リ
サ
イ
ク
ル
バ

ザ
ー
・
煎
茶
た
て
ま
え
等

■
お
問
い
合
わ
せ

　
津
南
中
等
教
育
学
校
　
℡
７
６
５-

２
３
１
５

　

11
月
１
日
〜
30
日
を
「
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
」
と
定
め
、
児
童
虐
待
問
題
に
対
す
る
深

い
関
心
と
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
広
報
・
啓
発

活
動
を
中
心
に
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
推
進
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
生
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
重
大
事
件

が
後
を
絶
た
な
い
状
況
に
お
い
て
、
児
童
虐
待

問
題
は
社
会
全
体
で
早
急
に
解
決
す
べ
き
重
要

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
虐
待
の
発
生
予
防
、
早
期
発

見
、
早
期
対
応
か
ら
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
の

自
立
に
至
る
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
総
合
支
援

が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
総
合
的
な
対
策
が
地
域
に
根
付
き
、

効
果
的
に
実
施
さ
れ
て
い
く
た
め
に
、
児
童
虐

待
防
問
題
に
対
す
る
深
い
関
心
と
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
教
室
は
、
介
護
方
法
や
対
応
、
知
識
を

学
ぶ
こ
と
に
よ
り
介
護
負
担
の
軽
減
を
図
る
と

と
も
に
、
介
護
者
同
士
の
交
流
を
目
的
と
し
て

開
か
れ
ま
す
。
家
庭
で
介
護
し
て
い
る
か
た
や
、

身
内
で
対
応
を
し
て
い
る
か
た
、
関
心
の
あ
る

か
た
は
ど
う
ぞ
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　
11
月
15
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
会
場

　
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
　
多
目
的
ホ
ー
ル

■
内
容

『
介
護
者
の
た
め
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操
』

　
介
護
者
の
た
め
の
体
操
と
座
談
会

■
申
込
締
切

　
11
月
11
日
㈮

■
そ
の
他

希
望
者
に
は
送
迎
を
行
い
ま
す
の
で
申
し
込

み
の
際
、
申
出
く
だ
さ
い
。

か
わ
ら
ば
ん

か
わ
ら
ば
ん

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る
！

暮らしの
情報満載中

小
企
業
事
業
主
の
皆
様
へ

「
最
低
賃
金
相
談
支
援
コ
ー
ナ
ー
」

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

普
及
率
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

津
南
中
等
教
育
学
校
文
化
祭

守
る
の
は

気
づ
い
た
あ
な
た
の
そ
の
勇
気

第
４
回
つ
な
ん
在
宅
介
護
教
室

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

・
み
さ
と
苑

　
℡
７
６
５
‐
３
４
０
０

・
福
祉
保
健
課
　
保
険
班

　
℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

乗
り
物
酔
い
と
ク
ス
リ

町
立
津
南
病
院
　
薬
剤
師
　
南
雲
美
智
子

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

せ
っ
か
く
の
楽
し
い
旅
行
を
、乗
り
物
酔
い
で

つ
ら
い
思
い
を
し
な
い
た
め
の
予
防
法
の
ひ
と
つ
、

酔
い
止
め
薬
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。酔
い
止
め

薬
に
は
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

①
風
邪
薬
に
も
入
っ
て
い
る
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬

（
ジ
フ
ェ
ン
ヒ
ド
ラ
ミ
ン
・
ク
ロ
ラ
ル
フ
ェ
ニ
ラ
ミ

ン
な
ど
の
成
分
）は
、脳
に
あ
る
吐
き
気
を
誘
発
す

る
神
経
の
働
き
を
抑
え
ま
す
。眠
気
が
出
や
す
い

の
で
運
転
者
自
身
は
飲
む
の
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

②
自
立
神
経
の
働
き
を
抑
え
る
副
交
換
神
経
遮
断

薬（
ス
コ
ポ
ラ
ミ
ン
）は
、視
覚
と
平
衡
感
覚
な
ど
の

脳
の
混
乱
を
抑
え
、め
ま
い
や
吐
き
気
な
ど
を
軽

減
し
ま
す
。の
ど
が
渇
き
や
す
い
の
が
特
徴
で
す
。

③
中
枢
神
経
興
奮
薬（
ジ
プ
ロ
フ
ィ
リ
ン
・
カ
フ
ェ

イ
ン
な
ど
）は
、脳
の
感
覚
の
混
乱
を
抑
え
て
、気

分
も
す
っ
き
り
さ
せ
て
乗
り
物
酔
い
の
予
防
を
し

ま
す
。コ
ー
ヒ
ー
等
カ
フ
ェ
イ
ン
を
含
む
飲
み
物
は
、

脈
が
速
く
な
る
な
ど
の
興
奮
作
用
が
高
ま
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
る
の
で
、併
用
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
①
や
②
の
成
分
を
含
む
場
合
に
は
、緑
内

障
や
前
立
腺
肥
大
の
あ
る
か
た
は
、そ
の
疾
患
に

影
響
を
与
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。普
段
、お
薬
を

飲
ん
で
い
る
か
た
は
飲
み
合
わ
せ
が
悪
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。必
ず
医
師
や
薬
剤
師
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

＜実施された行事＞
〔9月〕
	 28日	 第3回津南町議会臨時会

〔10月〕
	 5日	 全員協議会
	 6日	 全国町村監査委員研修（～7日）

＜今後の行事予定＞
〔11月〕
	 11日	 全員協議会
	 16日	 第4回津南町議会臨時会

　毎月10日までに100日運動カードを提出いただい
たかたを、このコーナーでご紹介します。（敬称略）

	 3500日	 桑原ミサオ（豊郷）
	 3200日	 桑原セエ（米原)	
	 3100日	 小山英一（割野）	
	 2900日	 石橋玲子（陣場下）	
	 2600日	 高橋美佐子（見玉）	
	 1000日	 大倉栄子（小下里）、大倉欽一（小下里）	
	 900日	 大倉一郎（小下里）
	 600日	 清水ミサホ（小下里）、中山シマ（大割野）	
	 100日	 藤ノ木歌子（太田新田）、福原キノ（外丸）	
主な運動：ラジオ体操、ウォーキング、健骨体操、水中ウォーク他。

健康体力づくり100日運動

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
及

び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。（
そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
が

該
当
し
ま
す
。）

　
こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
支
払
っ
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、平
成
23
年
１
月
１
日
か

ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
か
た
に
対
し
、

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
10
月
下
旬
か
ら
11

月
上
旬
ま
で
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、年
末
調
整
や
確

定
申
告
の
際
は
、こ
の
証
明
書（
ま
た

は
領
収
証
書
）を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
か
た
は
、

来
年
１
月
下
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人

の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て
に

送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の
上
、

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

年
金
受
給
者
の
皆
様
へ

　
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
は
課
税
さ

れ
ま
せ
ん
が
、老
齢
や
退
職
を
支
給
事

由
と
す
る
年
金
は
、雑
所
得
と
し
て
所

得
税
の
課
税
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
課
税
対
象
と
な
る
受

給
者
に
は
、
11
月
上
旬
ま
で
に
日
本

年
金
機
構
か
ら
扶
養
親
族
等
申
告
書

が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
12
月
１
日

の
提
出
期
限
ま
で
に
必
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　
℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
０

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」が
発
行
さ
れ
ま
す
。
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 災害に備えよう
— 9/18 津南町防災訓練＆消防演習 —

 やさしい心をたいせつに 
— 10/5　人権啓発キャラバン学校訪問 —

 元気に長生き！おめでとうございます。 
— 9/19 津南町敬老式 —

　今年の防災訓練は、地震の被害の大きかった上郷地区で

行われました。防災訓練では、地区のかたによる炊き出し訓

練も新たに加えられました。

　災害は、いつ起こるか分かりません。事前の備えをたいせ

つにしましょう。

　人権啓発キャラバンが中津小学校にやってきました。子ど

もたちは、「やさしい心、正しい心、思いやる心」をあらた

めて確認しました。

　町総合センターで行われた敬老式に 684 名が参加しまし

た。百歳の河田辰三さん（亀岡）をはじめ、たくさんのか

たが記念品を受け取られました。

　おめでとうございます。

■町内最高齢　105 歳　橋野ハヤさん（恵福園）

↑ 上郷地区の皆さんに、心肺蘇生法を指導する女性消防団員

↑ 中津小学校にやってきた人ＫＥＮまもる君、あゆみちゃん。
後ろにあるハートのかけらを集めに県内をまわっています。

↑ 95歳長寿のお祝いを受け取る藤木次平さん（谷内）

Tsunan Event Sketch.

つ　な　ん
まちかど
スケッチ

 クラシックカーで震災支援 
— 10/9　L

ラ

a F
フ ェ ス タ

esta A
オ ウ ト ゥ ー ノ

utunno 2011 —

 長年の願い　大倉トンネル開通 
— 10/15 大倉バイパス（トンネル）開通式 —

　クラシックカーの公道ラリーが町を通過しました。

約90台の名車が、大きな排気音とともに走り抜ける姿に、たく

さんの観客が魅了されました。

　幅員が狭く、長年改良を希望してきた国道117号線大倉ス

ノーシェッドが、新たに大倉トンネルとして生まれ変わり、た

くさんのかたが開通を祝いました。

↑ 真っ赤なクラシックカーで津南観光物産館のチェックポイントを通
過した堺正章さん。観客は大喜び！！

↑小島和浩さん家族による三代夫婦を先頭に行われた歩き初め。

津南町防災メールを登録しましょう!!
　10月 3日から、携帯電話などに防災情報がメールで届く、津南町防災
メールの運用が開始されました。携帯電話をお持ちのかたはぜひ登録いた
だき、非常時の防災情報入手手段として活用ください。

①防災・気象情報	 地震（震度３以上）、台風、大雨、大雪に関する情報（警報以上）、避難情報

②火災情報	 火災が発生、鎮火した際の火災情報

③防犯情報	 不審者情報

④生活関連情報	 道路情報、クマなどの目撃情報

携帯電話・スマートフォンなどに右のQRコードを読み込むかメールアドレスを直接入力し
て、空メール（何も入力しないメール）を送ってください。登録用メールが返信されますので、
指示に従って登録をしてください。

●メールアドレス　reg-tsunan@tsunan.mail-mag.net

■お問い合わせ：総務課総務班　℡765-3112　※携帯電話の操作方法については、電話会社にお問い合わせください。

［発信する情報］

［登録方法］
●QRコード

空メールを送ると、メールが送

られてくるので※、指示に従い、

サイトに接続してください。

次に利用規約を確認する画面に

移ります。全て確認し、利用規

約最下部にある同意ボタンを押

してください。

登録確認のメールが送られてき

たら、登録完了です。

登録されるメールアドレスと受

信希望情報が表示されます。火

災の情報提供が必要なかたは、

「火災情報」をチェックしてから

確認ボタンを押してください。

次に登録確認の画面に移ります

ので、確認し登録ボタンを押し

てください。

①空メールを送る ③確認メールを受け取り登録完了!!②登録情報を確認

◇ 受信メール ◇

----END----

Date

From

Sub

2011/00/00

■登録方法

次のURLを選択してください

https://portai1.mail-mag.net/t

sunan/regist/regist.php?addr=9

4effd6c4bd1c7bb82f5dc26f312846

a

info-tsunan@mail-mag.net

［登録について］

◇ 受信メール ◇

----END----

Date

From

Sub

2011/00/00

メール配信サービスの登録が完了し

ました。

___

※登録変更は↓に空メールを送って

ください

※登録解除は↓に空メールを送って

ください

mod-tsunan@tsunan.mail-mag.net

out-tsunan@tsunan.mail-mag.net

info-tsunan@mail-mag.net

登録完了

■メールアドレス

tsunan.000_2011@docodemo.ne.jp

■受信希望情報

　■防災情報

　■防犯情報

　■気象情報

　□火災情報

　■生活関連情報

登録画面

確認

火災情報が
必要な方は
チェック

※空メールを送っても、登録用のメールが送られてこない場合は、使われている携帯電話等の迷惑メールの設定を変更してくだ
さい。迷惑メールの設定の変更方法は、携帯電話会社にお問い合わせください。
［迷惑メールの許可するアドレスは	info-tsunan@mail-mag.net	です。］
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

こんにちは
平
成
19
年
度
か
ら
新
し
い
介
護
予
防
事
業
が

は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。

事
業
の
趣
旨
は
、「
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を

対
象
に
、
要
支
援
・
要
介
護
状
態
に
な
る
前
か

ら
、
適
切
な
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
で
日
常
生
活
の
中
の
機
能
低
下
を
防
ぐ
」
こ

と
で
す
。

心
身
の
機
能
は
使
わ
な
け
れ
ば
低
下
し
て
い

き
ま
す
。
ふ
だ
ん
何
気
な
く
生
活
し
て
い
る
と

い
つ
か
は
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て
し
ま

う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
介
護
予
防
事
業
に
参
加
し
、介
護
が
必

要
な
状
態
に
な
る
時
期
を
で
き
る
限
り
防
ぐ
た

め
に
、介
護
予
防
事
業
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

今
年
の
１
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た『
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
』

の
質
問
項
目
の
う
ち
、
生
活
機
能
に
係
る
調
査

結
果
か
ら
「
何
ら
か
の
予
防
対
策
」
が
必
要
と

判
断
さ
れ
た
か
た
を
対
象
と
し
た
事
業
に
つ
い

て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
か
た

介
護
保
険
の
要
介
護
、
要
支
援
認
定
を
受
け

て
い
な
い
65
歳
以
上
の
か
た
で
生
活
機
能
※
に

係
る
調
査
結
果
か
ら
、
生
活
機
能
の
低
下
が
見

ら
れ
、
事
業
の
参
加
要
件
に
該
当
す
る
か
た
が

対
象
で
す
。（
対
象
と
な
る
か
た
に
は
、
個
別

に
ご
案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。）

※
生
活
機
能
と
は
…
人
が
生
き
て
い
く
た
め
の

機
能
全
体
の
こ
と
で
、体
や
精
神
の
働
き（
心

身
機
能
）
だ
け
で
な
く
、
日
常
生
活
動
作
や

家
事
、
職
業
能
力
や
家
庭
や
社
会
で
の
役
割

な
ど
も
含
み
ま
す
。

○
事
業
実
施
会
場
（
予
定
）

☆
運
動
器
機
能
向
上
事
業

・
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
体
育
館

・
ケ
ア
ホ
ー
ム
恵
福
園
な
か
つ

☆
口
腔
機
能
向
上
事
業

・
み
さ
と
苑

☆
栄
養
改
善
事
業

・
恵
福
園

（
調
理
実
習
を
行
う
場
合
は
保
健
セ
ン
タ
ー
）

※
苗
場
福
祉
会
、
つ
な
ん
福
祉
会
に
一
部
委
託

し
て
実
施
し
ま
す
。

○
参
加
費
用

無
料
で
す
。
た
だ
し
、
一
部
実
習
に
伴
う
経

　「
は
つ
ら
つ
介
護
予
防
」

　
　
　
介
護
予
防
事
業
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

費
に
つ
い
て
は
、参
加
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
事
業
の
送
迎
は
無
料
で
行
い
ま
す
。

○
事
業
内
容

〈
通
所
型
事
業
〉

①
運
動
器
機
能
向
上
事
業

『
生
き
生
き
百
歳
な
か
つ
塾
』

『
ら
く
ら
く
リ
ハ
ビ
リ
教
室
（
運
動
編
）』

実
施
期
間
…
お
お
む
ね
３
カ
月
間
　
週
１
回

　
　
　
　
　
お
お
む
ね
２
時
間
程
度

内
容
…
転
倒
骨
折
の
防
止
及
び
加
齢
に
伴
う
運

動
器
の
機
能
低
下
の
防
止
・
向
上
を
図
る
ス
ト

レ
ッ
チ
、
有
酸
素
運
動
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

②
栄
養
改
善
事
業

実
施
期
間
…
お
お
む
ね
６
カ
月
間
　
月
１
回

　
　
　
　
　
お
お
む
ね
１
〜
２
時
間
程
度

内
容
…
管
理
栄
養
士
な
ど
の
指
導
に
よ
り
、
低

栄
養
や
疾
病
を
予
防
す
る
た
め
の
食
事
内
容
や

調
理
方
法
、
食
材
調
達
方
法
な
ど
の
指
導
や
相

談
を
行
い
ま
す
。

③
口
腔
機
能
向
上
事
業

実
施
期
間
…
お
お
む
ね
３
カ
月
間
　
月
２
回

　
　
　
　
　
お
お
む
ね
１
〜
２
時
間
程
度

内
容
…
歯
科
衛
生
士
な
ど
の
指
導
に
よ
り
、口
腔

内
の
健
康
を
保
つ
た
め
の
指
導
や
摂
食
・
嚥
下
機

能
を
向
上
さ
せ
る
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

〈
訪
問
型
介
護
予
防
事
業
〉

実
施
期
間
…
お
お
む
ね
３
カ
月
間
　

内
容
…
保
健
師
ま
た
は
看
護
師
が
自
宅
を
訪
問

し
、
閉
じ
こ
も
り
や
認
知
、
う
つ
な
ど
の
問
題

解
決
に
向
け
て
の
相
談
や
指
導
を
行
い
ま
す
。

□
事
業
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
生
活

機
能
評
価
に
か
か
る
「
介
護
予
防
の
た
め
の

基
本
チ
エ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
に
ご
回
答
い
た
だ

き
、
該
当
す
る
項
目
が
あ
れ
ば
参
加
可
能
で

す
の
で
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◇
事
業
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
…

　
津
南
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
☎
７
６
５
‐
５
４
５
５

　
福
祉
保
健
課
保
険
班

　
　
☎
７
６
５
‐
３
１
１
４

　（
内
線
１
４
１
、１
４
２
）ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

家
族
で
ジ
ョ
ギ
ン
グ
！

　
　

驚
き
の
効
果
と
は
…
？

内
山
義
幸
さ
ん
（
芦
ケ
崎
）

私
は
昔
か
ら
運
動
ダ
メ
男

君
。
運
動
神
経
の
欠か

け

ら片

も
な
く
、
小
２
の
マ
ラ
ソ
ン
大

会
は
ケ
ツ
か
ら
２
位
。
幼
少
期

か
ら
病
弱
で
、入
学
当
初
、学
校

生
活
を
送
る
の
が
、
難
し
い
こ

と
も
し
ば
し
ば
。
そ
ん
な
私
も

高
学
年
に
な
る
と
身
体
も
運
動

神
経
も
人
並
み
に
。
そ
れ
は
紛

れ
も
な
く
、
往
復
５
㎞
の
道
の

り
を
毎
日
歩
い
て
通
っ
た
賜た
ま
も
の物

。

　
長
男
が
同
じ
く
往
復
５
㎞
を
歩
く
こ
と
に

な
っ
た
入
学
当
時
、勉
強
な
ど
せ
ず
と
も
、と

に
か
く
自
分
の
足
で
通
う
こ
と
を
当
面
の
目

標
に
定
め
、現
在
進
行
中
で
す
。こ
う
し
た
毎

日
の
積
み
重
ね
で
、
肉
付
き
の
良
か
っ
た
長

男
も
徐
々
に
ス
マ
ー
ト
に
な
り
、
私
と
同
じ

く
丈
夫
な
体
を
手
に
入
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
走
る
の
が
苦
手
な
我
が
子
で
す
が
、
小
学

校
入
学
と
同
時
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
始
め
ま
し

た
。
当
初
、
走
る
の
が
嫌
だ
と
泣
き
わ
め
き
、

私
の
心
も
何
度
か
折
れ
ま
し
た
が
、
４
年
生

に
な
っ
た
今
年
、
１
年
生
に
な
っ
た
長
女
と

妻
も
加
わ
り
、
家
族
４
人
で
楽
し
く
継
続
し

て
お
り
ま
す
。

　
時
に「
子
ど
も
が
嫌
が
っ
て
い
る
の
を
無

理
に
走
ら
せ
る
な
！
」な
ど
、批
判
も
い
た
だ

き
ま
し
た
。
親
子
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
メ
リ
ッ
ト

は
、足
を
速
く
す
る
だ
け
で
な
く
、邪
魔
の
入

ら
な
い
二
人
き
り
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
場
を
築
く
こ
と
が
出
来
る
こ
と
。
学
校
で

の
こ
と
や
先
生
・
友
達
、時
に
は
異
性
の
話
な

ど
。
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
て
い
な
け
れ
ば
出
来

な
い
会
話
が
、こ
こ
に
は
あ
る
の
で
す
。そ
れ

と
も
う
ひ
と
つ
、
会
っ
た
人
に
は
必
ず
大
き

な
声
で
挨
拶
す
る
こ
と
を
徹
底
し
、
挨
拶
を

習
慣
づ
け
ま
し
た
。当
人
へ
の
効
果
は
、よ
く

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
４
年
間
で
地
域
の
人
た

ち
も
変
わ
り
、と
く
に
中
・
高
校
生
が
率
先
し

て
大
き
な
声
で
挨
拶
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
た
っ
た
１
日
30
分
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
で
、
得

た
も
の
は
計
り
知
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
先
も
私

ら
の
体
力
が
続
く
限
り
は
、
継
続
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

受
け
よ
う
!!
が
ん
検
診

　

～
が
ん
検
診

  　
　

愛
す
る
家
族
へ
の

　
　
　
　
　
　

贈
り
も
の
～

（
厚
生
労
働
省
）

10
月
は「
平
成
23
年
が
ん
検
診
受
診
率
50
％
達

成
に
向
け
た
集
中
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
」で
す

津
南
町
の
死
亡
者
の
原
因
疾
患
は
悪
性
新

生
物（
が
ん
）が
第
１
位
を
占
め
て
い
て
、

年
間
40
〜
50
人
の
か
た
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま

す
。昭
和
60
年
代
は
胃
が
ん
に
よ
る
死
亡
が
ト
ッ

プ
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、近
年
で
は
肺
が
ん
、

乳
が
ん
、大
腸
が
ん
、膵す
い
ぞ
う臓

が
ん
等
の
発
症
が
増

加
し
、胃
が
ん
に
よ
る
死
亡
は
減
少
し
て
き
て
い

ま
す
。し
か
し
、毎
年
50
〜
70
歳
代
の
町
に
と
っ

て
も
家
族
に
と
っ
て
も
、大
事
な
年
代
の
働
き
盛

り
の
か
た
が
胃
が
ん
、肺
が
ん
、乳
が
ん
、大
腸
が

ん
等
で
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

「
が
ん
な
ん
て
自
分
に
は
関
係
な
い
」「
自
分

は
が
ん
系
統
で
は
な
い
」「
今
の
と
こ
ろ
症
状
が

な
い
か
ら
大
丈
夫
」「
検
診
で
何
か
言
わ
れ
る
と

怖
い
…
」「
何
か
言
わ
れ
る
と
思
う
と
ス
ト
レ
ス

が
大
き
い
か
ら
受
け
な
い
」
な
ど
の
声
を
よ
く

聞
き
ま
す
。し
か
し
、２
人
に
１
人
は
生
涯
何
か

し
ら
の
が
ん
に
か
か
る
可
能
性
が
あ
り
、
誰
も

が
か
か
る
可
能
性
の
あ
る
身
近
な
病
気
で
、
早

期
の
が
ん
で
は
ほ
と
ん
ど
症
状
が
無
い
の
で
毎

年
の
定
期
的
な
検
診
が
有
効
で
す
。
症
状
が
出

て
か
ら
で
は
が
ん
が
進
行
し
て
い
る
場
合
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
ま
た
、
が
ん
は
不
治
の
病
の
イ

メ
ー
ジ
が
い
ま
だ
に
あ
り
ま
す
が
、
町
に
お
い

て
も
、
が
ん
検
診
で
発
見
さ
れ
た
早
期
が
ん
の

か
た
は
生
存
率
が
高
く
、
多
く
の
か
た
が
元
気

で
生
活
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
厚
生
労
働
省
で
は
が
ん
検
診
受

診
率
50
％
達
成
に
向
け
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
打

ち
出
し
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
各
種
が
ん

検
診
を
受
診
し
、
が
ん
で
の
死
亡
を
無
く
そ
う

と
い
う
も
の
で
す
。

津
南
町
は
近
隣
市
町
村
に
比
べ
れ
ば
、
各
種

が
ん
検
診
の
受
診
率
は
低
く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

検
診
を
受
け
が
ん
死
亡
を
減
ら
し
た
い
と
考
え
、

町
で
も
積
極
的
に
が
ん
検
診
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

愛
す
る
家
族
の
た
め
に
も

”が
ん
“
に
命
を

奪
わ
れ
な
い
た
め
に
、
が
ん
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
!!

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト

今月は

 は〜い
保健師

で〜す

大口洋子保健師
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つ
な
ん
の
文
芸

弥生 ―Ma r c h―

加
か

納
のう

朋
とも

子
こ

／著　文藝春秋　1,667円（税別）

「少
しょう

年
ねん

少
しょう

女
じょ

飛
ひ

行
こう

倶
く ら ぶ

楽部」

　飛行クラブ（「非行」ではない）―「空を飛ぶことを目
的とする」―。とびきり明るく楽しい青春小説!!

　

さ
あ
、「
読
書
の
秋
」
で
す
。
今
月
は
、

秋
の
読
書
週
間
に
図
書
室
内
で
展
示
・
貸

し
出
し
を
行
う
本
の
中
か
ら
数
冊
ご
紹
介

し
ま
す
。

「
ひ
そ
や
か
な
花
園
」
　
　
角か
く

田た

光み
つ

代よ

／
著

　
―
大
人
た
ち
の
秘
密
に
隠
さ
れ
た
自
分

自
身
の
真
実
―
。「
八よ

う

か

め

日
目
の
蝉せ
み

」
の
著

者
と
い
え
ば
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
映
画
化

も
さ
れ
た
の
で
ご
存
じ
の
か
た
も
多
い
で

し
ょ
う
。
こ
の
作
品
は
、
毎
日
新
聞
「
日

曜
く
ら
ぶ
」に
連
載
さ
れ
た
も
の
を
加
筆
・

修
正
し
単
行
本
出
版
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

読
み
た
い
も
の
と
読
み
た
く
な
い
な

と
い
う
作
品
、ど
う
し
て
も
自
分
の
中
に

入
っ
て
こ
な
い
物
語
な
ど
、や
は
り
あ
り
ま

す
。た
だ
、自
分
は
読
ま
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
な
、と
い
う
作
品
に
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら

出
会
っ
て
し
ま
っ
た
、と
い
う
こ
と
も「
小

説
」の
醍だ
い

醐ご

味み

で
す
。次
に
ご
紹
介
す
る
２

冊
も
そ
ん
な
物
語
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
十

じ
ゅ
う

字じ

か架
」
　
　
　
　
　
　
　
重し
げ
ま
つ松

清
き
よ
し

／
著

　
い
じ
め
を
苦
に
し
て
自
殺
し
た
―
あ
い

つ
―
。残
さ
れ
た
ぼ
く
ら
は
、背
負
っ
た
重

荷
を
、
ど
う
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、

背
負
い
続
け
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
ー
。

「
第
八
森
の
こ
ど
も
た
ち
」

エ
ル
ム
・
ペ
ル
フ
ロ
ム
／
作

野の

坂ざ
か

悦え
つ

子こ

／
訳

　
物
語
の
舞
台
は
、
外
国
オ
ラ
ン
ダ
、
第

二
次
世
界
大
戦
末
期
。
そ
の
時
代
が
ど
ん

な
に
ひ
ど
い
世
の
中
で
あ
ろ
う
が
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
日
常
は
あ
く
ま
で

も
日
常
な
の
で
あ
る
。
そ
の
日
々
の
営
み

の
そ
の
日
常
に
ひ
と
り
で
も
素
敵
な
大
人

た
ち
が
い
た
ら
―
。
き
っ
と
こ
の
物
語
の

主
人
公
と
同
じ
よ
う
に
、
子
ど
も
時
代
を

振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
に
ち
が
い
な
い
。

実
に
温
か
い
児
童
文
学
作
品
で
す
。

　

次
に
、
直
木
賞
受
賞
作
品
か
ら
２
冊
。

（
※
直
木
賞
と
は
、
発
表
さ
れ
た
大
衆
文

芸
作
品
の
う
ち
最
も
優
秀
な
る
も
の
に
贈

ら
れ
る
文
学
賞
。
応
募
方
式
で
は
な
い
。

年
２
回
の
授
賞
が
行
わ
れ
る
。）

「
小
さ
い
お
う
ち
」

中な
か
じ
ま島

京
き
ょ
う

子こ

／
著

　
小
さ
い
お
う
ち
の
小
さ
い
ひ
み
つ
ー
。

心
地
の
よ
い
文
章
が
昭
和
と
い
う
時
代
を

よ
り
引
き
立
て
、
読
者
を
物
語
の
中
へ
と

誘
い
ざ
な

い
ま
す
。
ペ
ー
ジ
を
読
み
返
し
た
く
な

る
、
そ
ん
な
「
本
」
で
も
あ
り
ま
す
。

「
下
町
ロ
ケ
ッ
ト
」
　
　
　
池い

け

井い

ど戸
潤
じ
ゅ
ん

／
著

　
男
た
ち
の
誇
り
高
い
情
熱
が
駆
け
抜
け

る
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
ス
ト
ー
リ
ー
。
男
性

に
は
も
ち
ろ
ん
、
女
性
も
、
悩
め
る
中
高

生
諸
君
に
も
ぜ
ひ
!!
お
ス
ス
メ
で
す
。

次
は
、
短
編
集
か
ら
二
冊
。

「
ア
カ
ペ
ラ
」
　
　
　
　
　
山や
ま
も
と
ふ
み

本
文
緒お

／
著

　
三
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
三
篇

と
も
全
く
違
う
―
ま
る
で
、
異
な
る
作
者

の
短
編
か
、ま
た
は
、異
な
る
人
た
ち
の
そ

れ
ぞ
れ
の
人
生
を
こ
の
目
で
垣
間
見
た
よ

う
な
、不
思
議
な
読
後
感
漂
う
１
冊
で
す
。

「
小
川
洋
子
の
偏へ
ん
あ
い
た
ん
ぺ
ん
ば
こ

愛
短
篇
箱
」

小お

川が
わ

洋よ
う

子こ

／
編
者

　「
―
中
略
―
偏
っ
て
い
る
の
を
追
求
し

た
結
果
が
、
一
冊
に
ま
と
ま
っ
た
と
言
え

る
か
も
し
れ
な
い
。」
と
い
う
１
冊
だ
が
、

編
者
の
解
説
エ
ッ
セ
イ
も
加
わ
り
な
ん
と

も
味
わ
い
深
い
。
一
世
紀
近
く
も
前
に
書

か
れ
た
作
品
を
、
色い
ろ

褪あ

せ
る
こ
と
な
く
当

り
前
の
よ
う
に
現
代
に
導
く
、
ま
た
ひ
と

つ
小
説
家
の
偉い

業
ぎ
ょ
う

に
出
会
え
ま
す
。

短 歌

俳 句

砂
丘

夕
立
の
過
ぎ
し
大
空
に
弧
を
描
き

　
　
四
色
の
虹
淡
く
か
か
れ
り	

涌
井
　
ユ
ミ

海
岸
の
防
風
林
の
前
列
の

　
　
松
傾
き
て
役
目
果
せ
り	

関
谷
　
郁
子

海
風
の
時
折
頬
に
涼
し
か
り

　
　
花
火
開
始
の
時
を
待
ち
つ
つ
（
柏
崎
海
の
花
火
）	

恩
田
　
久
美
子

あ
ざ
平び

ら

の
深
き
緑
の
木
木
の
中

　
　
白
き
山
ぼ
う
し
ひ
と
き
わ
映
え
て	

丸
山
　
直
子

「
梅
花
藻
が
咲
い
て
い
た
よ
」と
告
げ
ら
れ
て

　
　
水
澄
む
小
川
に
白
き
花
見
つ	

小
野
寺
　
恒
代

郷
愁
の
ご
と
き
思
ひ
に
駆
ら
れ

　
　
買
ふ
輸
入
品
な
る
麦
藁
帽
子	

樋
口
　
康
子

日
照
り
続
き
不
揃
ひ
と
な
れ
る

　
　
夏
野
菜
の
中
に
ト
マ
ト
は
真
赤
に
熟
す	

上
村
　
み
な

福
島
の
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
百
キ
ロ
を

　
　
完
走
し
た
る
と
吾
子
よ
り
朗
報
（
Ｓ
二
十
年
生
れ
）	

内
山
　
キ
ク

解
体
の
余
儀
な
き
土
蔵
よ
り
出
だ
す
品
じ
な
は

　
　
み
な
歴
史
も
ち
た
り	

麻
績
　
初
恵

台
所
に
日
日
立
つ
夫
に
改
め
て

　
　
あ
り
が
た
う
と
は
な
か
な
か
言
へ
ず	

滝
沢
　
勝
枝

夜
八
時
テ
レ
ビ
の
歌
謡
シ
ョ
ー
を
み
る

　
　
多
少
下
手
で
も
イ
ケ
メ
ン
が
い
い	

風
巻
　
京
子

小
銭
入
れ
渡
し
て
パ
ン
の
代
金
を

　
　
取
り
て
も
ら
ふ
が
習
ひ
と
な
り
ぬ	

月
岡
　
ヨ
リ
エ

酔
ふ
ほ
ど
に
き
み
の
唄
へ
る「
荒
城
の
月
」の

　
　
メ
ロ
デ
ィ
ー
今
も
響な

り
を
り	

鈴
木
　
綾
子

両
翼
の
鰭ひ

れ

を
振
り
つ
つ
水
中
を
進
む

　
　
マ
ン
タ
は
飛
ぶ
か
た
ち
し
て
（
美ち
ゅ

ら
海う
み

水
族
館
）	

萩
原
　
光
之

長
生
学
園

節
電
に
薪
で
炊
か
む
御
飯
な
ど

　
　
昔
忍
び
つ
コ
ン
セ
ン
ト
抜
く	

富
沢
　
キ
ミ

稔
り
田
に
秋
の
小
風
の
渡
る
と
き

　
　
稲
穂
さ
や
か
に
音
さ
せ
揺
る
る	

板
場
　
寛

枝
豆
を
青
青
と
ゆ
で
孫
達
の

　
　
来
る
を
待
つ
妻
お
盆
の
休
み	

滝
沢
　
義
正

朝
採
り
の
畠
に
も
ぐ
れ
ば
葉
擦
れ
よ
り

　
　
首
に
し
た
た
る
玉
の
露
な
り	

柳
沢
　
チ
ヨ

祭
り
跳
ね
ゲ
ー
ム
に
夜
店
と
興
じ
た
る

　
　
幼
等
は
寝
息
し
づ
か
に
立
て
る	

島
田
　
眞
之

個
人

稲
を
刈
る
音
の
さ
や
け
さ
初
秋
の

　
　
さ
わ
や
か
な
り
き
空
蒼
々
と	

大
割
野
　
清
水
　
貞
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
九
月
）

千せ
ん
ま
い枚
田だ

千せ
ん

の
水み

な
く
ち
く
も

口
雲
の
峰み

ね	

房
良

銃
じ
ゅ
う

埋う

め
て
友と

も

埋う

め
て
来き

し
秋あ

き

の
野の

に	

酔
花

時と
き
お
り折
は
挨あ

い
さ
つ拶
交か

は
し
蟻あ

り

の
列れ

つ	

芳
司

転う
た

た
寝ね

に
タ
オ
ル
一い

ち
ま
い枚
秋あ

き

立た

ち
ぬ	

妙

事こ
と

も
な
く
今き

ょ

う日
も
終お

わ

り
ぬ
夕ゆ

う

端は

し

い居	

し
げ
る

拾ひ
ろ

ふ
子こ

も
食く

ふ
子こ

も
居お

ら
ず
栗く

り

熟う

る
る	

貞

声こ
え

か
け
て
起お

こ
す
ヘ
ル
パ
ー
窓ま

ど

の
月つ

き	

渡
舟

つ
か
の
ま
の
手て

花は
な

火び

に
顔か

お

寄よ

せ
合あ

へ
り	

れ
い
子

夕ゆ
う
ば
え映
や
み
ん
み
ん
の
声こ

え

張は

っ
て
き
し	

千
年
雄

蠅は
え

叩
た
た
き

持も

つ
手て

に
蠅は

え

の
止と

ま
り
け
り	

兎
月

独ひ
と

り
酒ざ

け

長な
が

し
や
長な

が

し
秋あ

き

の
夜よ

る	

冬
詩
子

本とわたし
−粉川英明さんから

著者/藤沢周平　出版社/文春文庫

こ
の
リ
レ
ー
の
バ
ト
ン
を
最
初
に
言

わ
れ
た
時
、
正
直
思
い
ま
し
た
。

も
と
も
と
大
し
て
本
を
読
む
わ
け
で
も
な

く
、
有
名
な
作
家
も
本
も
良
く
は
知
り
ま

せ
ん
。
た
だ
唯
一
、
歴
史
小
説
、
時
代
小

説
だ
け
兄
の
影
響
を
受
け
、
少
し
読
み
あ

さ
り
ま
し
た
。
私
の
兄
は
読
書
が
好
き
で

部
屋
の
本
棚
に
は
小
説
、
特
に
歴
史
小
説
、

時
代
小
説
が
ぎ
っ
し
り
と
飾
っ
て
あ
り
、

子
ど
も
の
頃
、
活
字
に
弱
く
、
読
む
の
は

マ
ン
ガ
ば
か
り
だ
っ
た
私
も
な
ん
と
な
く
、

興
味
を
持
ち
、
こ
っ
そ
り
と
借
り
て
読
み

始
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
棚
の
中

に
は
、「
司
馬
遼
太
郎
」「
山
岡
壮
八
」「
池

波
正
太
郎
」「
吉
川
英
治
」
と
い
っ
た
有

名
な
小
説
家
の
本
が
豊
富
に
あ
り
、
当
然

私
の
興
味
と
知
識
は
そ
う
い
う
小
説
に
偏

り
ま
し
た
。
今
回
紹
介
す
る
小
説
も
藤
沢

周
平
の
「
蝉
し
ぐ
れ
」
で
す
。
藤
沢
周
平

の
小
説
は
ど
れ
も
心
の
描
写
と
い
う
か
登

場
人
物
の
気
持
ち
の
書
き
方
が
絶
妙
で
読

み
始
め
る
と
の
め
り
込
ん
で
し
ま
い
止
ま

ら
な
く
な
り
読
み
終
え
る
と
感
傷
に
浸
っ

て
し
ば
ら
く
ジ
ー
ン
と
し
ま
す
。

　
上
手
に
表
現
で
き
ま
せ
ん
が
、
作
中
の

人
物
に
見
入
っ
て
や
め
ら
れ
な
く
な
り
ま

す
。
こ
の
作
者
の
作
品
に
は
何
年
か
前
に

映
画
に
も
な
っ
た
「
た
そ
が
れ
清
兵
衛
」

「
隠
し
剣
鬼
の
爪
」
な
ど
も
あ
り
、
ど
れ

も
お
も
し
ろ
く
、
ど
の
小
説
に
し
よ
う
か

迷
っ
た
の
で
す
が
、
私
が
藤
沢
周
平
の
小

説
に
惚
れ
込
む
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
が

「
蝉
し
ぐ
れ
」
で
し
た
。

　
こ
の
小
説
は
主
人
公
の
青
年
、
牧
又
四

郎
が
激
し
く
変
転
し
て
い
く
人
生
の
逆
境

に
戸
惑
い
な
が
ら
成
長
し
て
い
く
姿
を

描
い
た
も
の
で
す
。
一
言
で
書
く
と
あ
り

き
た
り
な
話
の
よ
う
で
す
が
、
実
際
に
読

ん
で
み
る
と
、
主
人
公
の
誠
実
で
若
々
し

い
人
物
像
が
恋
愛
、
友
情
を
通
し
て
い
き

い
き
と
描
か
れ
て
い
て
、
話
の
展
開
が
早

く
、
飽
き
る
こ
と
な
く
一
気
に
読
み
続
け

て
終
わ
る
頃
に
は
主
人
公
の
清
々
し
さ
と
、

物
語
の
ほ
の
か
な
儚
さ
が
心
に
残
り
ま
す
。

藤
沢
周
平
を
始
め
る
に
は
オ
ス
ス
メ
の
一

冊
で
す
。

　
そ
ん
な
わ
け
で
兄
の
部
屋
の
本
棚
か
ら

始
ま
っ
た
私
の
読
書
も
近
頃
よ
う
や
く
自

分
で
書
店
に
行
く
と
こ
ろ
ま
で
進
み
ま
し

た
。
最
近
は
、
な
か
な
か
本
を
読
む
時
間

が
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
暇
を
み
て
ま

た
読
書
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
次
は
、
商
工
会
の
頼
り
に
な
る
仲
間
、

高
波
博
君
を
紹
介
し
ま
す
。 蝉しぐれ

紹介する本

板
いた

場
ば

正
まさひで

英さん（辰ノ口）

Pen Relay
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	図１　HbA1c	5.5% 以上の割合

	図２　生活習慣病による疾病の内訳

（糖尿病学会）

約
５
割
の
か
た
が

糖
尿
病
の
疑
い
が
あ
る
!!

11
月
は
糖
尿
病
予
防
月
間
で
す
。糖
尿
病
に
ご
用
心
！

　
現
在
、
糖
尿
病
や
糖
尿
病
を
疑
う
人
を
含
め

る
と
日
本
で
は
約
５
人
に
１
人
と
推
計
さ
れ
て

い
ま
す
。
以
前
は
中
年
男
性
に
多
い
病
気
と
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
は
運
動
不
足
、
過
食

な
ど
の
原
因
で
女
性
や
子
供
に
も
増
え
て
い
る

病
気
で
す
。

　　　
平
成
21
年
度
の
健
康
診
査
等
の
結
果
か
ら
受

診
者
の
約
５
割
が
糖
尿
病
の
疑
い
が
否
定
で
き

な
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
年
代
が
高
く
な
る
と
そ
の
割
合
が
増
え
て
い

き
、
ど
の
年
代
で
も
県
と
比
べ
て
そ
の
割
合
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
１
）

	

　
生
活
習
慣
病
で
治
療
し
て
い
る
か
た
の
内

訳
で
は
高
血
圧
、
高
脂
血
症
に
つ
い
で
３
番
目

が
糖
尿
病
と
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
２
）

　
糖
尿
病
は
、
血
糖
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
イ

早
期
発
見
の
た
め
に
は
定
期
的
に
健
診
を
受
け
る
事
が
何
よ
り
た
い
せ
つ
で
す
。
積
極
的
に
検
診
を

受
け
糖
尿
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

糖
尿
病
の
現
状

ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
量
や
働
き

が
低
下
し
血
糖
値
が
高
い
状
態
が
慢
性
的
に
続

く
状
態
を
い
い
ま
す
。
血
糖
値
が
高
い
状
態
が

続
く
と
、
腎
臓
病
、
心
筋
梗
塞
、
脳
梗
塞
、
神

経
障
害
な
ど
の
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
場
合
も

あ
る
た
め
き
ち
ん
と
治
療
し
て
血
糖
値
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
事
が
た
い
せ
つ
に
な
り
ま
す
。

　
遺
伝
的
な
要
素
も
あ
る
た
め
、
血
縁
で
糖
尿

病
の
か
た
が
い
る
場
合
は
特
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

■
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
事
を
と
り
、
適
正
な
体
重

を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。

　
糖
尿
病
の
食
事
に
は
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食

事
を
３
回
と
る
事
が
た
い
せ
つ
で
す
。
お
菓
子
、

甘
い
飲
み
物
、
ア
ル
コ
ー
ル
類
は
控
え
め
に
し

ま
し
ょ
う
。

■
運
動
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　
運
動
す
る
事
で
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
が
よ
く

な
り
、
筋
肉
の
刺
激
に
よ
り
糖
処
理
が
活
発
に

な
る
た
ん
白
が
増
え
る
等
運
動
習
慣
を
つ
け
る

事
が
た
い
せ
つ
で
す
。
急
に
歩
く
と
膝
や
腰
を

痛
め
る
事
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
ス
ト
レ
ッ

チ
か
ら
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

■
年
に
一
回
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
　

　
早
め
に
気
づ
き
、
対
処
す
る
た
め
に
健
康
診

査
を
年
に
一
回
は
受
け
ま
し
ょ
う
。

津
南
町
で
は
？

ま
ず
は
予
防

HbA1c（ヘモグロビンエー・ワン・シー）とは？

　過去１〜２カ月の血糖の状態を示し、糖尿病のコントロールの指標
になります。5.5％以上は糖尿病の疑いがあり、6.5％以上は糖尿病
とされています。

以
前
に
外
国
産
の
貝
で
、
栄
養
価
の
低
い

「
コ
モ
チ
カ
ワ
ツ
ボ
」
の
こ
と
を
掲
載

し
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
食
べ
た
ホ
タ
ル
の
大
き

さ
が
ど
の
よ
う
に
な
る
か
２
年
間
追
跡
調
査
し

て
み
ま
し
た
。
そ
れ
は
一
つ
の
仮
説
を
立
て
、

そ
れ
を
実
証
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
す
。
そ
の

仮
設
と
は
、「
栄
養
価
は
乏
し
い
が
大
量
に
あ

る
エ
サ
で
育
っ
た
ホ
タ
ル
は
、
通
常
の
エ
サ
で

育
っ
た
も
の
に
比
べ
て
大
き
さ
の
ば
ら
つ
き
が

少
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
仮

設
は
通
常
の
場
所
に
お
い
て
採
取
し
た
ヘ
イ
ケ

ボ
タ
ル
に
非
常
に
小
さ
い
も
の
が
い
た
た
め
に
、

「
自
然
界
に
お
い
て
は
食
物
の
奪
い
合
い
が
激

し
く
、
充
分
食
べ
て
い
な
か
っ
た
小
さ
い
ホ
タ

ル
も
発
生
し
て
い
る
の
か
」
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。
そ
の
た
め
、
コ
モ
チ
カ
ワ
ツ
ボ
が
多
く
生

息
し
て
い
る
場
所
と
生
息
し
て
い
な
い
場
所
の

ホ
タ
ル
を
採
取
し
て
デ
ー
タ
化
し
て
み
た
も
の

で
す
。
こ
こ
で
扱
う
内
容
は
ま
だ
解
析
の
途
中

で
す
の
で
、
今
後
異
な
っ
た
報
告
が
な
さ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
興
味
深
い
経
過
を
た
ど

石
　
棒

津
南
町
反
里
集
落
の
十
二
社（
神
社
）脇
の
大

岩
の
前
に
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
の
中
に
石
棒
が
祀
ら

れ
て
い
ま
す
。
津
南
町
で
石
棒
が
祀
ら
れ
て
あ

る
の
は
こ
こ
一
カ
所
で
す
。

石
棒
と
い
う
と
、
考
古
学
で
い
う
石
棒
を
思

い
起
こ
し
ま
す
。以
前
、遺
跡
発
掘
に
参
加
し
て

い
た
頃
、石
棒
に
つ
い
て
教
え
ら
れ
ま
し
た
。そ

の
時
頂
戴
し
た
プ
リ
ン
ト
に
は
、図
解
入
り
で
、

「
棒
状
の
石
で
あ
る
こ
と
。棒
状
の
一
端
か
両
端

に
膨
ら
み
の
あ
る
も
の
や
無
い
も
の
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
を
単
頭
・
両
頭
・
無
頭
石
棒
に
分
け
ら

れ
る
。
断
面
は
、
円
形
ま
た
は
楕
円
形
で
あ
る
。

一
部
の
石
棒
は
小
型
化
・
扁
平
化
し
て
、石
剣
に

分
化
し
て
い
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。ま
た
、男

性
性
器
を
象
徴
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。

呪
術
・
祭
祀
に
関
連
し
た
特
殊
な
道
具
で
あ
る

ら
し
い
。
縄
文
時
代
に
中
部
地
方
を
中
心
に
北

海
道
か
ら
九
州
地
方
ま
で
分
布
し
て
い
る
。」と

文
章
が
付
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

縄
文
時
代
中
期
か
ら
晩
期
に
か
け
て
、
関
東

地
方
か
ら
中
部
地
方
に
か
け
て
石
棒
が
多
く
発

見
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
京
都
町
田
市
の
発
掘
調
査
報
告
に
よ
り
ま

す
と
、
環
状
列
石
や
積
ま
れ
て
い
た
石
の
中
か

ら
石
棒
が
た
く
さ
ん
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

ら
は
、
呪
術
性
の
濃
い
祭
祀
遺
物
で
は
な
い
か

と
の
見
解
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
縄
文
時
代
後
期
か
ら
晩
期
に
か
け
て
石

棒
の
形
が
小
型
化
し
ま
す
。

藤
森
栄
一
氏
は
、「
縄
文
中
期
の
環
状
集
落
の

中
央
に
大
石
棒
が
祀
ら
れ
て
い
た
の
が
、中
期
後

半
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
家
に
持
ち
込
ま
れ
る
よ
う

に
な
る
。そ
う
し
て
、共
同
祭
祀
か
ら
次
第
に
個

人
的
な
祭
祀
に
変
わ
っ
て
い
く
過
程
と
し
て
捉

え
ま
す
。（
途
中
略
）石
を
立
て
た
場
所
に
は
、神

の
降
臨
が
あ
る
こ
と
を
予
想
し
、信
仰
に
結
び
付

け
て
い
ま
す
。」（
藤
森
栄
一
著『
縄
文
農
耕
』よ
り
）

景
山
春
樹
氏
は
、「
女
性
を
象
徴
す
る
土
偶
類

に
対
し
て
、
石
棒
類
は
、
男
性
の
象
徴
、
ず
ば
り

性
器
そ
の
も
の
の
持
つ
力
へ
の
信
頼
観
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。も
ち
ろ
ん
、石
棒
の
中
に
も
実
用

的
な
生
活
の
器
具
も
あ
っ
た
。そ
れ
ら
は
日
常
の

利
器
で
あ
り
、非
常
の
武
器
で
あ
っ
た
に
違
い
な

い
が
、武
器
は
つ
ね
に
神
秘
化
さ
れ
、マ
ジ
カ
ル

な
力
の
象
徴
だ
と
さ
れ
る
こ
と
は
多
い
。か
く
し

て
武
の
力
と
生
命
の
力
と
を
象
徴
す
る
石
棒
は
、

原
始
世
界
で
は
重
要
な
神
そ
の
も
の
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。」（
景
山
春
樹
著『
神
体
山
』よ
り
）

反
里
集
落
に
保
存
さ
れ
て
い
る
石
棒
に
つ
い

て
、造
立
年
代
や
発
見
さ
れ
た
場
所
や
年
月
、呪

術
・
祭
祀
等
に
関
連
し
た
内
容
は
、
私
は
何
も

解
っ
て
い
ま
せ
ん
。教
え
て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

津南町　反里

石棒

っ
て
い
ま
す
の
で
中
間
報
告
し
て
み
ま
す
。

　
ま
ず
い
く
つ
か
の
前
提
条
件
を
述
べ
ま
す
。

①
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
は
数
が
少
な
い
の
で
、
採
取

に
楽
な
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
の
オ
ス
を
対
象
に
し

た
こ
と
。

②
大
き
さ
の
比
較
は
、
頭
部
か
ら
尾
部
翅
先
と

し
た
こ
と
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
可
動
部
を
含

め
る
と
誤
差
が
生
じ
る
た
め
あ
ま
り
適
切
で

は
な
い
と
の
指
摘
を
受
け
て
い
ま
す
。

③
偏
差
を
求
め
る
個
体
数
は
、
以
前
樋
熊
清
治

先
生
か
ら
「
生
物
の
比
較
標
本
は
30
～
40
個

体
あ
れ
ば
よ
い
」
と
の
お
話
を
伺
っ
て
い
ま

し
た
の
で
こ
れ
に
よ
っ
た
こ
と
。

④
採
取
後
の
処
理
は
酢
酸
エ
チ
ル
に
て
殺
処
分

し
た
後
、
１
週
間
乾
燥
し
た
の
ち
計
測
し
た

こ
と
。

⑤
当
初
メ
ス
は
目
的
と
し
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
充
分
な
個
体
数
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
。

⑥
人
工
飼
育
下
で
厳
密
に
比
較
し
た
も
の
で
は

な
く
、
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
採
取
個
体
な
の
で

誤
差
は
大
き
く
な
る
こ
と
。

　
次
回
か
ら
デ
ー
タ
開
示
と
解
説
を
し
ま
す
。

津
南
自
然
に
親
し
む
会
　
村
山
郁
夫

津南の自然 その351
（2011.10）

津南のホタル事情⑦
ホタルの偏食１

津
南
石
造
物
散
歩

つ
ま
り
石
仏
の
会

文
責	

桑
原
和
位

173
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水
稲
の
作
況
調
査
を
、
９
月
16
日

に
町
内
18
カ
所
の
水
田
で
実
施
し
ま

し
た
。
こ
の
調
査
は
毎
年
実
施
し
て

い
る
も
の
で
、
毎
年
同
一
圃ほ

場
の
収

量
の
動
向
を
見
る
も
の
で
す
。

　
調
査
終
了
後
の
検
討
会
で
は
、

①
例
年
対
比
で
茎
数
の
少
な
い
圃
場

が
多
い
、
②
施
肥
料
が
少
な
い
の
か

籾
が
小
さ
い
傾
向
を
感
じ
る
、
③
こ

う
じ
菌
が
非
常
に
少
な
い
、
④
平
場

よ
り
山
間
地
の
作
が
い
い
、
な
ど
各

委
員
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
日
段
階
で
は
、
茎
数
は

少
な
め
で
あ
る
が
穂
重
型
の
傾
向

と
、
平
場
と
台
地
の
黄
化
状
態
に
大

差
が
な
い
状
況
で
し
た
。

　
収
量
予
想
で
は
、
特
に
標
高

４
５
０
メ
ー
ト
ル
以
上
の
調
査
圃
場

で
、
ほ
と
ん
ど
の
地
点
に
お
い
て
近

年
を
上
回
る
数
値
が
出
さ
れ
た
半

面
、
平
場
に
お
い
て
は
、
全
体
籾
数

の
関
係
か
ら
か
、
若
干
平
年
を
下
回

る
予
想
が
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
般
的
な
作
柄
は
、
倒
伏
が
少
な

い
こ
と
や
、
穂
揃
い
日
数
が
短
か
っ

　
整
然
と
草
刈
り
が
さ
れ
た
水
田
は

景
観
的
に
も
素
晴
ら
し
く
、
耕
作
者

の
生
産
意
識
の
高
さ
を
感
じ
ま
す
。

新
潟
県
は
除
草
剤
を
使
用
し
な
い

「
緑
の
畔
」
運
動
を
立
ち
上
げ
、
安

全
・
安
心
の
新
潟
米
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
津
南
産
米
と
し
て
も
他
産
地

と
の
差
別
化
を
図
る
た
め
に
も
一
層

の
安
全
・
安
心
な
米
作
り
を
「
売
り
」

に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
畦
畔
除
草
機
に

注
目
し
て
み
ま
し
た
。一
般
的
に
普
及

し
て
い
る
刈
払
機
は
、肩
掛
式
と
背
負

式
と
が
あ
り
ま
す
。刈
刃
は
回
転
式
と

バ
リ
カ
ン
式
に
分
類
で
き
ま
す
。

た
た
め
、
正
粒
割
合
が
高
い
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
出
穂
時
期
以

降
の
気
温
も
昨
年
の
よ
う
な
連
続
し

た
高
温
に
は
な
ら
ず
、
日
較
差
温
も

早
め
に
発
生
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
品
質
的
に
は
上
位
等
級
の
高
比

率
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

水
稲
作
況
調
査
の
概
要

「
緑
の
畔あ

ぜ

」を
守
る

　
　
　
　
畦け

い
は
ん畔

除
草
機

～
農
業
委
員
会
の
主
な
動
き
～

農
業
委
員
会
の

窓

大地に生きる

　ふたりあわせて167才。４人の子供を育

て、現在に至っています。

　耕作面積は、水田・畑地あわせて３町歩の

専業農家。現在の農業経営は長男にまかせ、

家庭菜園に専念。ふたりの作る日本そばは

絶品です。

保坂徳次郎・ヨネ夫妻　（大井平）

全国農業新聞を
読んでみませんか?

　認定農業者などの担い手の育成、地域づく
り等の話題や、農政・農業の情報が満載です。
　「全国農業新聞」の購読をおすすめします。
■発行／毎週金曜日		■購読料／月600円
■申込／農業委員会事務局まで（765-5583）

畦畔草刈機 傾斜草刈機

【
実
施
さ
れ
た
行
事
】

〔
８
月
〕　
　

　
１
日
　
新
規
農
業
委
員
研
修

　
９
日
　
地
域
別
農
業
委
員
研
修

　
25
日
　
第
２
回
農
業
委
員
会
総
会

　
　
　
　
畑
作
作
況
調
査

〔
９
月
〕

　
16
日
　
水
稲
作
況
調
査

　
26
日
　
第
３
回
農
業
委
員
会
総
会

〔
10
月
〕

　
15
日
　
狭
山
市
民
農
業
体
験（
稲
刈
り
）

【
今
後
の
行
事
予
定
】

〔
10
月
〕

　
24
日
　
第
４
回
農
業
委
員
会
総
会

〔
11
月
〕

　
20
日
　
狭
山
市
農
業
祭

　
25
日
　
第
５
回
農
業
委
員
会
総
会

紹介者　髙橋悦子さん（谷内）

　秋が深まり寒くなるこの季節、温かいスープのある食
卓はうれしいですね。今回は、ほんのりとセロリの香りが
する、こっくりとした味わいのじゃがいもとセロリのポ
タージュスープです。
　牛乳でさっぱりと仕上げてありますが、牛乳を減らして
生クリームを加えると濃厚なレストランの味になりますよ。

＜材料＞4〜5人分

　じゃがいも……500 ｇ

　セロリ…………100 ｇ

　バター…………30ｇ

　水………………300 ㏄

　固形コンソメ…1個半

　牛乳……………300 ㏄

　塩・コショー…少々

　セロリの葉……少し

＜作り方＞

　①2〜3㎜くらいの厚さにスライスしたじゃがいもと

セロリをバターで焦がさないように炒める。

じゃがいもとセロリのスープ
アドバイザー通信

我が家の
ごっつぉ

今
年
度
よ
り
結
婚
相
談
員
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
冨
沢
由

紀
で
す
。
私
自
身
津
南
町
に
嫁
い
で
来

て
ま
だ
10
年
で
す
。
こ
ん
な
私
に
こ
の

よ
う
な
大
役
が
務
ま
る
の
か
正
直
不
安

で
し
た
が
、
日
々
家
族
に
支
え
ら
れ
な

が
ら
、
幸
せ
で
充
実
し
た
毎
日
を
送
っ

て
い
る
私
。
一
人
で
も
多
く
の
か
た
に

「
家
族
を
持
つ
こ
と
」「
親
に
な
る
こ
と
」

の
幸
せ
を
感
じ
て
欲
し
い
、
そ
の
お
手

伝
い
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
と
、
こ
の

お
話
を
引
き
受
け
ま
し
た
。

私
は
十
日
町
市
の
出
身
な
の
で
、
特

に
町
外
か
ら
お
嫁
に
来
て
く
れ
る
か
た

な
ど
の
架
け
橋
に
な
れ
れ
ば
…
と
考
え

て
い
ま
す
。

津
南
町
の
男
性
は
と
て
も
シ
ャ
イ
で

す
が
、
そ
の
心
は
た
い
へ
ん
優
し
く
、

お
お
ら
か
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

津
南
の
男
性
の
皆
さ
ん
！
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
。（
も
ち
ろ
ん
女
性
の
か
た

結婚相談員から

を込めて
愛

も
）。
私
も
こ
の
役
を
通
じ
て
色
々
な
か
た
と

接
し
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
今
、
結
婚
相
談
員
さ
ん
は
12
月
に
開
催
予

定
の
「
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
」
の
企
画
を

相
談
し
て
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
良
い
出
会
い

の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
い
う
想
い
を
込
め

て
、
熱
い
打
ち
合
わ
せ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

詳
細
は
お
っ
て
広
報
い
た
し
ま
す
の
で
、
お

楽
し
み
に
!!

　②じゃがいもが透きとおってきたら、水とコンソメ

の素を加え、やわらかくなるまで煮る。

　③②のあら熱を取ってから、なめらかになるまでミ

キサーにかける。

　④なべに③を戻し、牛乳を加えて、火をとおし、塩コ

ショーで味を調える。このとき、焦げやすいので、

鍋底からかき混ぜながら熱くする。

　⑤できあがったスープを器に入れ、飾りに細かく

切ったセロリの葉を散らす。

町外から嫁いで来てくださる
かたがたにとって、頼れるお姉さん。冨沢さ
んからの優しく熱いメッセージです。



戸 籍 の 窓

大平　朔
さく

（割野）	 達也さん

	 裕加里さん

山本理
り と

翔（正面）	 拡一さん

	 真紗美さん

瀧澤　展
てん

（大井平）	 学さん

	 恵さん

清水正澄さん	 （70歳・田中）

藤木　仁さん	 （80歳・城原）

瀧澤イツさん	 （95歳・大井平）

志賀タキさん	 （92歳・船山）

小林ミエさん	 （79歳・寺石）

滝沢ミツさん	 （83歳・赤沢）

藤木令子さん	 （55歳・米原）

涌井トシさん	 （90歳・岡）

根津ハツイさん	 （97歳・正面）

根津一麿さん	 （89歳・反里口）

吉野タツ子さん	 （75歳・十二ノ木）

阿部義友さん	 （86歳・美穂）

桑原　博さん（正面）
角田綾乃さん（燕市） ｝
村山重行さん（押付）

佐藤夏子さん（十日町市） ｝
関沢亮太さん（中子）

髙橋美由紀さん（辰ノ口） ｝
山田泰史さん（所平）

髙橋由佳さん（見玉） ｝
小山公一さん（割野）

石川絵美さん（十日町市） ｝

■人口10,945（−9）　男5,345（−2）　女5,600（−7）

■世帯数3,642（−6）　■転入／ 13　■転出／ 13　■出生／ 5　■死亡／ 14　■婚姻／ 810月1日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

　
読
書
の
秋
と
い
う
こ
と
で
、

も
本
を
２
冊
読
み

ま
し
た
。
そ
こ
で
感
じ
た
の
は
、
普
段
の
生
活
サ
イ

ク
ル
に
新
し
く
読
書
時
間
を
組
み
込
む
難
し
さ
で

す
。
時
間
は
誰
に
も
平
等
で
、
ま
た
思
い
の
ほ
か
自

由
に
使
え
る
時
間
は
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
や

り
た
い
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
れ
ど
…
。
時
間
に
つ
い

て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
秋
で
し
た
。

○山本治之写真展
～11月13日㈰

　秋山郷を中心として、紅葉に彩られた柱状節理の風景や青空

に映える雪景色など津南の四季の風景をご覧いただきます。

なじょもん館内入り口にて開催中です。

○子ども縄文研究展
11月3日㈷～ 11月23日㈷

　毎年恒例 !! 信濃川火焔街道連携協議会および博学連携プロ

ジェクトによる縄文学習の成果展示会です。子どもたちが縄

文時代について学習した成果をぜひご覧ください。

　文化の秋です。津南町の考古資料が、山梨県、群馬県藤岡市・

みどり市で展示されています。

　道尻手遺跡から出土した火焔型土器を中心として縄文時代

中期の土器が山梨県立考古博物館にて展示されています。

○『縄文土器名宝展～縄文芸術の到達点～』
会期：9月28日㈬～ 11月23日㈷　会場：山梨県立考古博物館

　道尻手遺跡から出土した火焔型土器が群馬県藤岡市の藤岡歴史館にて展示されます。

○『縄文の造形』
会期：10月22日㈯～ 12月11日㈰　会場：藤岡歴史館

　加用中条Ａ遺跡から出土した旧石器時代の瀬戸内系石器群が群馬県みどり市岩

宿博物館にて展示されています。

○『岩宿時代の東西交流』
会期：10月1日㈯～ 11月23㈷
会場：岩宿博物館

■探しています!!「ぬか釜」
　なじょもんでは、「ぬか釜」でご飯を炊く体

験や収穫したお米や雑穀を炊いて、振る舞いを

行っています。使われていない、まだ使う事が

できる「ぬか釜」をなじょもんでは、探してい

ます。詳しくは、お電話ください。
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予約受付中 !
当日受付も可

※ただし定員になり
　次第締切ります11月 【なじょもん☎765-5511】

日	時 プログラム 内　容 金額 対	象

3日㈷ 13:30〜
ひょうたんの
ランプシェード

今年産のひょうたんで作るランプシェード。 800 低学年から

5日㈯ 13:30〜 木の実・木の葉であそぼう 紅葉した色とりどりの葉っぱや木の実を拾って遊ぼう。 300 低学年から

6日㈰ 10:00〜 そば打ち
なじょもん産そば粉で名人の業を習おう。 打ちたておそば
はとびきりおいしい！

800 中学年から

12日㈯ 13:30〜 トチあんぼⅡ
トチあんぼパートⅡは、アクを抜いたトチの実を灰合わせし
ます。

300 中学年から

13日㈰
10:00 〜

15:30
アンギン編み

オールカラムシの繊維で1日かけて本物作りの体験をしてみ
よう！ （昼食持参でお願いします）

1500 高学年から

19日㈯ 13:30〜 トチあんぼⅢ
いよいよトチあんぼの出来上がり！トチの香りがいっぱいで
おいしい！！

800 中学年から

20日㈰ 13:30〜 陶芸 自分で作ったお茶碗とカップで朝ごはんを！ 800 中学年から

23日㈷ 13:30〜 雑穀食アラカルト アワ・キビ・エゴマ・タカキビなどを使った健康食はいかが？ 800 低学年から

26日㈯ 13:30〜 和紙で作る年賀状 和紙をすいてオリジナル年賀状を作ってみよう。 800 低学年から

27日㈰ 13:30〜 アンギン編み
縄文時代から続く編み物技術「アンギン編みのコースター」
に挑戦！

1000 高学年から

※友の会の皆さんは半額です。

10 月 1 日・2 日の焔祭の様子


